
２０２５年１月８日 

日本原子力発電株式会社 

敦賀発電所１号機 アスファルト固化設備 

水噴霧消火ポンプケーシング部のき裂について(原因・対策) 

敦賀発電所１号機（廃止措置中）において、２０２４年１１月２１日１６時０５分頃、新廃棄物処理

建屋１階（管理区域）にて、アスファルト固化設備の消火設備の点検のため水噴霧消火ポンプ（以下、

「当該ポンプ」という。）を運転していたところ、当該ポンプからろ過水※１約４００リットルが飛散し

ました。このため、当該ポンプを停止するとともに出入口弁を閉止したことにより、１６時１１分頃、

ろ過水の飛散は停止しました。 

当該ポンプを点検した結果、ケーシング※２部にき裂を確認しました。 

なお、飛散したろ過水に放射性物質は含まれておらず、本事象による周辺環境への影響はありません。 

また、事象発生時に当該ポンプ付近にいた当社社員１名および協力会社社員２名が被水しましたが、

測定の結果、汚染はありませんでした。 

※１ 河川から取水した水をろ過装置によりろ過した水。 

※２ ポンプ外殻のことで中に羽根車が納まる。 

（２０２４年１２月２日お知らせ済み） 

 き裂が発生したケーシング部の断面を調査した結果、ケーシング部が内面から破損した痕跡を確認

しました。 

 当該ポンプ設置時の系統構成について確認した結果、消火設備の点検（放水試験の終了）に伴い一

斉開放弁※３を閉操作した際に、水撃※４が発生する系統構成であり、この水撃を考慮した耐圧設計とし

ていました。その後、２０１３年に当該ポンプ上流に消火系ポンプ等を追設したことに伴い、この消

火系ポンプにより当該ポンプに過大な圧力がかかることを防ぐために圧力調整弁を設置しました。今

回の事象を踏まえ当該系統の構成を再検討した結果、一斉開放弁の閉操作により水流が停止すると、

ケーシング部へ消火系ポンプの圧力が減圧されずにかかる系統構成となっていたことを確認しまし

た。 

以上のことから、破損に至った原因は、一斉開放弁の閉操作により発生した水撃および消火系ポン

プの圧力が重ね合わさり、瞬間的に過大な圧力が当該ポンプのケーシング部にかかったためと推定し

ました。 

 対策として、当該ポンプおよび圧力調整弁を撤去し、上流側にある消火系ポンプの圧力にて水噴霧

できるよう系統構成を見直します。 

また、今回の事例を、設備更新時の着眼点として社内規程および教育資料に反映します。 

※３ 火災発生時に複数のスプリンクラーから一斉に水を噴霧するため設置している制御弁（当該ポンプ下流側に設置）。 

  ※４ 配管内を流れる水の速度が急激に変化することで発生する、大きな衝撃と高水圧の現象。

以上 
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調査結果と推定メカニズム 

＜ケーシング部き裂断面＞ ＜水噴霧消火ポンプ外観＞
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【一斉開放弁の閉操作時の圧力挙動（き裂発生、破損）】

①一斉開放弁近傍で水撃が発生し、

ケーシング部に減衰した圧力が

かかる 

②水流の停止により、消火系ポンプ

の圧力がかかる 

これらが重ね合わさり、瞬間的に

過大な圧力がかかることで、ケーシ

ング部の内面に初期き裂が発生し

た。 

その後の放水試験により、き裂が

進展し、今回の破損に至ったと推定

した。 

＜推定メカニズム＞

【事象発生時の系統状態】 

・放水試験のために一斉開放弁を

「開」として当該ポンプを運転 

・その後、放水試験が終了したた

め、一斉開放弁を「閉」とし、当

該ポンプを停止する際に事象が

発生 
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